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プログラム

基調講演1� 10:10～10:50　第1会場（レセプションホール）

座長：堀部 敬三（名古屋医療センター）

我が国におけるAYA世代のがん対策
栗本 景介
厚生労働省　健康局　がん・疾病対策課

基調講演2� 10:10～10:50　第1会場（レセプションホール）

座長：堀部 敬三（名古屋医療センター）

AYA世代のがんの特徴と課題
清水 千佳子
国立国際医療研究センター　乳腺腫瘍内科

シンポジウム1� 10:55～12:15　第1会場（レセプションホール）

座長：清水 千佳子（国立国際医療研究センター）

天野 慎介（グループ・ネクサス・ジャパン）

AYA世代のがん患者・サバイバーの現状

お母さんとあかちゃん二つの命を守る沖縄プロジェクト－沖縄県妊娠期がん診療ネット
ワーク協議会のキセキー

玉城 研太朗
那覇西クリニック　乳腺科

AYA世代がんサバイバーの長期フォローアップと課題
○前田 尚子1、堀部 敬三1,2

1国立病院機構名古屋医療センター　小児科、2国立病院機構名古屋医療センター　臨床研究センター

参照点の持つことの大切さ～AYA世代のピア・サポート～
桜井 なおみ
一般社団法人CSRプロジェクト

AYAがんの医療と生殖機能温存に関する支援
鈴木 直
聖マリアンナ医科大学　産婦人科学

ランチョンセミナー� 12:30～13:30　第1会場（レセプションホール）

座長：小原 明（東邦大学医学部）

共催：アメリカンファミリー生命保険会社（アフラック）

報告　第3回Global AYA Cancer Congress報告
世界のAYAサバイバーと経験を共有して

白井 裕美子
若年性がん患者団体　STAND UP ！！
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3rd Global AYA Cancer Congressに参加して　～Oncologistの視点から
河合 由紀
滋賀医科大学　乳腺・一般外科

講演　アピアランスケアによるAYA支援
野澤 桂子
国立がん研究センター中央病院　アピアランス支援センター

ポスター＆ネットワーキング� 13:40～14:40　第2会場（会議室141+142）・第3会場（会議室143）

ポスター＆ネットワーキングのプログラムはP. 14をご覧ください。

教育講演1� 14:50～15:10　第1会場（レセプションホール）

座長：大園 誠一郎（森ノ宮病院）

AYAがん：通奏低音としての希少がん問題
川井 章1,2

1国立がん研究センター中央病院　骨軟部腫瘍・リハビリテーション科、2国立がん研究センター　希少がんセンター

教育講演2� 15:10～15:30　第1会場（レセプションホール）

座長：高橋 都（国立がん研究センター）

AYA世代がん患者の意思決定支援
森 文子
国立がん研究センター中央病院　看護部

シンポジウム2� 15:35～16:15　第1会場（レセプションホール）

座長：小澤 美和（聖路加国際病院）

丸 光惠（甲南女子大学）

AYA世代がん患者・経験者のニーズ

AYA世代の小児がん患者・サバイバーのニーズと課題
○樋口 明子1、小澤 美和2、坂水 愛1、檜垣 希実1、恩田 聡美1、片山 麻子1、

堀部 敬三3

1公益財団法人がんの子どもを守る会、2聖路加国際病院　小児科、
3独立行政法人国立病院機構 名古屋医療センター 臨床研究センター

AYA世代がん患者へのピアサポートの現状そして未来
松井 基浩1,2

1東京都立小児総合医療センター　血液・腫瘍科、2若年性がん患者団体　STAND UP ！！
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ポスター＆ネットワーキング　　� 13:40～14:40　第2会場（会議室141+142）・第3会場（会議室143）

13:50～14:10 	 ポスターディスカッション1	 パネル区分 P1、P3、P5、P7、P9、P11
14:10～14:30 	 ポスターディスカッション2	 パネル区分 P2、P4、P6、P8、P10

ポスターセッション1�

情報提供と意思決定支援

P1-1	 AYA世代がん経験者向け支援サイト開発における、コンテンツ重要度調査
○土屋 雅子1、藤田 理紗子1、田崎 牧子1、岸田 徹2,3、荒木 夕宇子4、丸 光惠5、

齋藤 正博6、富岡 晶子7、米本 司8、高橋 都1

1国立がん研究センター　がん対策情報センター　がんサバイバーシップ支援部、2NPO法人がんノート、
3若年性がん患者団体　STAND UP!!、4日本電気株式会社　地域健康管理センター　新木場健康管理室、
5甲南女子大学看護　リハビリテーション学部、6大泉学園こども・思春期クリニック、
7東京医療保健大学　医療保健学部　看護学科、8千葉県がんセンター　整形外科

P1-2	 小児期、AYA期がん経験者の初めての就職活動における、病気開示に関する相談支援
行動と意思決定支援へのニーズ

○土屋 雅子1、藤澤 大介2、鷹田 佳典1、谷口 明子3、高橋 都1

1国立がん研究センター　がん対策情報センター　がんサバイバーシップ支援部、2慶應義塾大学　医学部、
3東洋大学　文学部　教育学科

P1-3	 就職支援担当者が望む、初めての就職活動を行う小児期・AYA期発症がん経験者の病
気開示意思決定支援ガイドの項目

○鷹田 佳典1、谷口 明子2、藤澤 大介3、岡田 晃4、高橋 都1、土屋 雅子1

1国立がん研究センター　がん対策情報センター　がんサバイバーシップ支援部、2東洋大学　文学部　教育学科、
3慶應義塾大学　医学部、4ハローワーク　飯田橋

P1-4	 就職支援担当者の考える、初めての就職活動を行う小児期・AYA期発症がん経験者の
病気開示・非開示のメリット・デメリット

○鷹田 佳典1、谷口 明子2、藤澤 大介3、岡田 晃4、高橋 都1、土屋 雅子1

1国立がん研究センター　がん対策情報センター　がんサバイバーシップ支援部、2東洋大学　文学部　教育学科、
3慶應義塾大学　医学部、4ハローワーク　飯田橋

ポスターセッション2�

苦痛の体験・スクリーニング

P2-1	 若年性乳がん体験者の心配事とがん治療による不妊、および遺伝性乳がん卵巣がん症
候群に関する地域別認識調査

○大塚 良子1,2、御舩 美絵1、永井 都穂美1、菅原 祐美1、井上 裕香子1、茂戸藤 恭世1、
吉川 春菜1、鈴木 瞳1,3、北野 敦子1,4

1若年性乳がんサポートコミュニティ　Pink Ring、2鶴見大学歯学部　探索歯学講座、
3一宮西病院　外科・乳腺外科、4聖路加国際病院　腫瘍内科

P2-2	 AYA世代がん患者の治療初期時のつらさの実態
○堀口 沙希1,2、近藤 千秋1、鈴木 香1、朝鍋 美保子1、森 文子1

1国立がん研究センター中央病院、2国立看護大学校
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P2-3	 YA世代がんサバイバーの恋愛における体験
○山谷 佳子1,2,3、岸田 徹3、小野寺 敦志1

1国際医療福祉大学大学院、2国立がん研究センター がん対策情報センター がん医療支援部、
3NPO法人がんノート

P2-4	 スクリーニングシートを用いてAYA世代のがん患者を支える！
○平山 貴敏1、小林 真理子1,2、小嶋 リベカ3、栁井 優子1、新藤 明絵1、田中 萌子1、

佐々木 千幸4、宇田川 涼子5、石木 寛人3、鈴木 達也6、清水 研1、里見 絵理子3

1国立がん研究センター中央病院　精神腫瘍科、2放送大学大学院　臨床心理学プログラム、
3国立がん研究センター中央病院　緩和医療科、4国立がん研究センター中央病院　看護部、
5国立がん研究センター中央病院　薬剤部、6国立がん研究センター中央病院　血液腫瘍科

ポスターセッション3�

長期フォローアップ

P3-1	 当院における小児がん経験者に対する超音波検査を用いた二次性甲状腺腫瘍スクリー
ニング

○古井 優1、盛田 大介1,2、大倉 絵梨1、小森 一寿3、齋藤 章治1、平林 佳奈枝4、
田中 美幸1、中沢 洋三1

1信州大学医学部小児医学教室、2信州大学先鋭領域融合研究群バイオメディカル研究所、
3長野県立こども病院　血液腫瘍科、4長野赤十字病院　小児科

P3-2	 当院における小児がん経験者の就学および就労に関する後方視的調査
○盛田 大介1,2、大倉 絵梨2、小森 一寿3、齋藤 章治2、田中 美幸2、中沢 洋三2

1信州大学　バイオメディカル研究所、2信州大学医学部　小児医学教室、3長野県立こども病院　血液腫瘍科

P3-3	 小児専門病院において造血幹細胞移植を選択した入院中のAYA世代の『気がかり』を症
例より振り返る

○園田 愛永、武村 勇希、福地 朋子、炭本 由香
大阪母子医療センター　血液腫瘍科

P3-4	 AYA世代小児がん経験者の自立支援を目的とした包括的人間ドックシステムの構築
○郡司 美千代1、永瀬 恭子1、小林 京子2、前田 邦枝1、小澤 美和1、細谷 要介1、

長谷川 大輔1、石田 也寸志3、真部 淳1

1聖路加国際病院、2聖路加国際大学、3愛知県立中央病院

ポスターセッション4�

AYA支援チーム

P4-1	 当院におけるAYA支援チームの立ち上げと課題
○吉本 優里1、中山 可南子2、中山 照雄3、小室 雅人4、千葉 みゆき5、小川 弘美5、

徳原 真6、山田 康秀7、清水 千佳子8

1国立国際医療研究センター　小児科、2国立国際医療研究センター　乳腺内分泌外科、
3国立国際医療研究センター がん相談支援センター、4国立国際医療研究センター 薬剤部、
5国立国際医療研究センター 看護部、6国立国際医療研究センター 緩和ケア科、
7国立国際医療研究センター 腫瘍診療科、8国立国際医療研究センター 乳腺腫瘍内科
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P4-2	 兵庫県立がんセンター腫瘍内科におけるAYA世代がん診療の実態調査と今後の展望
○尾上 琢磨1、竹田 元美2、渡邉 小百合3、中村 伸子4、湯浅 幸代子5、緒方 美里1、

境 秀樹1、西村 明子1、松本 光史1

1兵庫県立がんセンター　腫瘍内科、2兵庫県立がんセンター　看護部、3兵庫県立がんセンター　薬剤部、
4兵庫県立がんセンター　地域医療連携室、5兵庫県立大学大学院　看護学研究科

P4-3	 “若年性・思春期のがん患者の人生”を支えるAYA世代包括支援体制の院内構築への取
り組み

○橋本 久美子1、前田 邦枝2、北野 敦子3、小澤 美和4

1聖路加国際病院　相談支援センター、2聖路加国際病院　小児科看護師、3聖路加国際病院　腫瘍内科医、
4聖路加国際病院　小児科医

P4-4	 当院における小児AYAがんの診療協力体制の現状
○郡 温子1、亀井 美智1、武田 理沙1、吉田 悟1、村井 太郎2、惠谷 俊紀3、内田 拓3、
山口 美咲4、荻野 浩幸2,5、齋藤 伸治1

1名古屋市立大学病院　小児科、2名古屋市立大学病院　放射線科、3名古屋市立大学病院　泌尿器科、
4名古屋市立大学病院　地域医療連携センター、5名古屋陽子線治療センター　陽子線治療科

ポスターセッション5�

セルフヘルプの支援

P5-1	 AYA世代およびがん予防情報についての認知度調査
○鈴木 礼子1,2、寺内 恵美子1、柴田 夏美1、峰村 貴央3、吉村 香子4、小西 敏郎2,4

1日本女子大学　家政学部　食物学科、2東京医療保健大学大学院、
3千葉県立保健医療大学　健康科学部　栄養学科、4東京医療保健大学　医療保健学部　医療栄養学科

P5-2	 AYA世代を迎えた小児血液疾患・腫瘍疾患経験者を対象とした患者会の活動報告と今
後の展望

○太田 晃嗣1、佐々木 美和2、清水 直子1、秋田 麻衣1、谷口 理恵子2、西川 英里3、
高橋 義行3

1名古屋大学医学部附属病院、2名古屋大学医学部附属病院　小児がん治療センター、
3名古屋大学医学部附属病院　小児科

P5-3	 国立がん研究センター中央病院における「AYAひろば」の活動と心理士のかかわりの1
例に関する考察

○新藤 明絵1、平山 貴敏1、小嶋 リベカ2、小林 真理子1,5、田中 萌子1、栁井 優子1、
佐々木 千幸3、宇田川 涼子4、石木 寛人2、鈴木 達也6、清水 研1、里見 絵理子2

1国立がん研究センター中央病院　精神腫瘍科、2国立がん研究センター中央病院　緩和医療科、
3国立がん研究センター中央病院　看護部、4国立がん研究センター中央病院　薬剤部、
5放送大学大学院　臨床心理学プログラム、6国立がん研究センター中央病院　血液腫瘍科

P5-4	 新たに開設されたAYA世代病棟の現状と課題
○米田 光宏1、藤崎 弘之2、泉谷 恵子3、原 純一2

1大阪市立総合医療センター　小児外科、2大阪市立総合医療センター　小児血液腫瘍科、
3大阪市立総合医療センター　さくら15階病棟
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ポスターセッション6�

ピアサポート

P6-1	 がんノート活動紹介 「がん経験者の情報を今、闘病中のあなたへ」
○岸田 徹1、山谷 佳子2、遠山 義人3

1NPO法人がんノート、2国立がん研究センター　がん対策情報センター　がん医療支援部、
3日本赤十字看護大学大学院　博士後期課程

P6-2	 15年に及ぶAYA世代の女性がん体験者支援活動から導き出したAYA世代のセルフヘ
ルプグループと里親養子縁組支援

○矢後 綾子、河村 裕美、内山 由紀、小磯 朋子、中野 季里子
認定NPO法人オレンジティ

P6-3	 全国小児がん経験者ネットワーク“シェイクハンズ！ ”の設立と活動
○舛本 大輔1,2、井本 圭祐1,3、小松 敏彰1,4

1全国小児がん経験者ネットワーク シェイクハンズ！、2三重大学  医学系研究科  生命医科学専攻、
3認定NPO法人にこスマ九州、4FellowTomorrow 

P6-4	 3rd Global Adolescent & Young Adult Cancer Congress 2018 in Sydneyについて
○岸田 徹

NPO法人がんノート

ポスターセッション7�

がん・生殖医療1

P7-1	 がん・生殖医療における妊孕性温存治療の現状と課題
○洞下 由記、白石 絵莉子、岩端 由里子、上嶋 佳織、鈴木 由妃、澤田 紫乃、
久慈 志保、出浦 伊万里、杉下 陽堂、高江 正道、鈴木 直
聖マリアンナ医科大学　産婦人科学

P7-2	 AYA世代がん経験者の生殖機能に関する情報提供の実態：総合的なAYA世代がん対策
のあり方に関する研究班調査結果より

○古井 辰郎1、高井 泰2、木村 文則3、北島 道夫4、中塚 幹也5、森重 健一郎1、
樋口 明子6、清水 千佳子7、小澤 美和8、小原 明9、多田羅 竜平10、堀部 敬三11、
鈴木 直12

1岐阜大学大学院医学系研究科　産科婦人科学分野、2埼玉医科大学総合医療センター　産科婦人科学、
3滋賀医科大学医学部　産婦人科学、4長崎大学病院産婦人科・産科婦人科、
5岡山大学大学院保健学研究科　生殖医学、6がんの子供を守る会、7国際医療研究センター　乳腺腫瘍内科、
8聖路加国際病院　小児科、9東邦大学医学部　小児科学、10大阪市立総合医療センター 緩和医療学、
11名古屋医療センター 臨床研究センター、12聖マリアンナ医科大学医学部 産婦人科学

P7-3	 兵庫県下の小児がん診療施設におけるがん生殖医療への取り組みについての実態調査
○中村 さやか1、長谷川 大一郎1、岸本 健治1、石田 敏章1、宇佐美 郁哉2、
小林 健一郎2、森 健3、西村 範之3、竹島 泰弘4、大植 孝治5、脇本 裕6、柴原 浩章6、
小阪 嘉之1

1兵庫県立こども病院小児がん医療センター　血液・腫瘍内科、
2兵庫県立尼崎総合医療センター　小児血液・腫瘍内科、3神戸大学医学部付属病院　小児科、
4兵庫医科大学病院　小児科、5兵庫医科大学病院　小児外科、6兵庫医科大学病院　産婦人科
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P7-4	 岐阜県がん・生殖医療ネットワーク（岐阜モデル）における、岐阜大学がんセンターの
取り組みの現状

○古井 辰郎1,2,4、寺澤 恵子1,2、伊藤 由夏1、桑原 美紀3、小関 道夫4,5、二村 学4,6、
兼村 信宏4,7、森重 健一郎2,4

1岐阜大学医学部附属病院　周産期・生殖医療センター、2岐阜大学医学部附属病院　産科婦人科、
3岐阜大学医学部附属病院　看護部(東4階)、4岐阜大学医学部附属病院　がんセンター、
5岐阜大学医学部附属病院　小児科、6岐阜大学医学部附属病院　腫瘍外科（乳腺外科)、
7岐阜大学医学部附属病院　血液内科

ポスターセッション8�

がん・生殖医療2

P8-1	 乳癌患者の妊孕性温存についての取り組み
○秋山 恭子1、小島 康幸1、山本 志奈子3、山田 陽子3、白石 絵莉子2、杉下 陽堂2、

高江 正道2、洞下 由記2、津川 浩一郎1、鈴木 直2

1聖マリアンナ医科大学 乳腺・内分泌外科、2聖マリアンナ医科大学 産婦人科、
3聖マリアンナ医科大学病院 看護部

P8-2	 がん患者の妊孕性温存支援のための多職種・他施設間連携の取り組み ―フォローアッ
プ体制の構築―

○稲村 直子1、河瀬 希代美1、小貫 恵理佳1、齋藤 美和子1、藤井 恵美1、森 文子1、
宮田 佳代子1、鈴木 達也1、堀之内 秀仁1、里見 絵理子1、加藤 友康1、塩田 恭子2、
清水 千佳子3

1国立がん研究センター中央病院、2聖路加国際病院、3国立国際医療研究センター病院

P8-3	 日本卵巣組織保存センターHOPEの活動紹介
○京野 廣一1,2,3、青野 展也1,3、小幡 隆一郎1、奥山 紀之1、中村 祐介3、柴崎 世菜3、

鈴木 志歩1、田中 敦子1、服部 百恵3、坂本 絵里3、菅谷 典恵1,3、橋本 朋子1

1京野アートクリニック　高輪（東京）、2日本卵巣組織保存センター　HOPE(東京）、
3京野アートクリニック　（仙台）

P8-4	 妊孕性と温存治療検討のためのチェック・シート作成の試み
○清谷 知賀子、木村 由依、安藤 理恵、塩田 曜子、大隅 朋生、寺島 慶太、加藤 元博、
富澤 大輔、松本 公一
国立成育医療研究センター

P8-5	 総合病院におけるがん生殖医療への取り組み
○宮川 智子1,2,3、奈良 和子1,2,3、小石川 比良来2、川井 清考3

1亀田総合病院　臨床心理室、2亀田総合病院　心療内科・精神科、3亀田総合病院　生殖医療科

ポスターセッション9�

親と子のサポート

P9-1	 未成年の子どもをもつAYA世代がん患者の支援を通して～当院におけるチャイルドサ
ポートの取り組み～

○小嶋 リベカ1、高田 博美1,2、石木 寛人1、木内 大佑1、清水 正樹1、里見 絵理子1

1国立がん研究病院中央病院　緩和医療科、2国立がん研究センター中央病院　看護部
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P9-2	 当院におけるAYA世代がん患者の子どもサポート体制構築に関する取り組み
○井出 康恵、新井 まき枝、渡邉 純子、大塚 菜美、加賀田 真寿美、今井 美佳、
大島 直美、深澤 桂樹、荻原 美紀、國枝 献治
JA長野厚生連佐久総合病院佐久医療センター

P9-3	 当院におけるAYA世代がん患者のこどもサポート体制構築に関する取り組みー専門看
護師としての機能を活かした多職種との連携ー

○今井 美佳1、深澤 桂樹2、加賀田 真寿美3、大塚 菜美3、井出 康恵3、新井 まき枝3、
渡辺 純子3、大島 直美3、市川 統子3、荻原 美紀3、國枝 献治3

1JA長野厚生連佐久総合病院佐久医療センター、2JA長野厚生連佐久総合病院、
3JA長野厚生連佐久総合病院佐久医療センター

ポスターセッション10�

エンドオブライフ・ケア

P10-1	 治療拒否などへの対応に苦慮した左胸部軟部悪性腫瘍症例の検討
○二村 麻里1、山本 聡子1、伊豫田 智美1、高比良 美香子1、西田 美由希1、細野 幸三2、

藤戸 健雄2、橋本 淳3、山田 健志2

1愛知県がんセンター愛知病院　看護部、2愛知病院がんセンター愛知病院　整形外科、
3愛知病院がんセンター愛知病院　緩和ケア内科

P10-2	 終末期に移行していく横紋筋肉腫患者の支援についての検討 ～2施設間でのデスカン
ファレンスを通して～

○相原 絵里花1、芳賀 晴加1、山路 優子1、村山 明子1、近藤 美紀1、細野 亜古1、
東 光久2、長谷川 友美2、金山 美鈴2、矢野 徹宏2、矢吹 明美2、鈴木 じゅん2、
田子 小野美2

1国立がん研究センター東病院、2白河厚生総合病院

P10-3	 AYA世代終末期患者の意思決定支援
○今泉 萌、井戸田 彩香、吉田 智香、野田 佳代、藏ヶ崎 誠、山田 真弓、竹田 錦紀

名古屋医療センター小児科病棟

P10-4	 終末期若年成人乳がん患者の結婚写真を撮りたい想いを叶える支援
○千葉 育子、源 典子、細野 亜古、古川 孝広、楠原 正太、森本 麻友、平岡 弓枝、
山路 優子、村山 明子、關本 翌子、向原 徹、秋元 哲夫
国立がん研究センター東病院

ポスターセッション11�

心理社会的支援

P11-1	 AYA世代の乳がん治療～クリニックの役割と地域連携を利用したサバイバーシップ支援～
○赤羽 和久1、杉野 知美1、寺田 智子1、神原 佳奈美1、副田 さつき1、雄谷 純子2、

窪田 智行2、室田 かおる3、加藤 紀子4、山室 理4

1赤羽乳腺クリニック、2総合上飯田第一病院　乳腺外科、3名古屋第二赤十字病院　がん診療推進センター、
4名古屋第二赤十字病院　産婦人科
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P11-2	 A施設における妊孕性に関する看護の課題の一考察
○上田 佳奈

国立病院機構　岩国医療センター　地域医療連携室

P11-3	 AYA世代のがん患者への進学・復学支援と心理的支援。男子高校生3事例へのチーム医
療の実際～作業療法士の立場から～

○窪 優子1、金山 亜希1、和田 文香1、塩田 繁人1、島田 雅史2、折田 直哉2、
神明 俊輔3、笹木 忍4、浅野 悠佳5、一戸 辰夫6、木村 浩彰7

1広島大学病院　診療支援部　リハビリテーション部門作業療法、
2広島大学病院　診療支援部　リハビリテーション部門理学療法、3広島大学病院　泌尿器科、
4広島大学病院　看護部　小児専門看護師、5広島大学病院　看護部　造血細胞移植コーディネーター、
6広島大学病院　血液内科、7広島大学病院　リハビリテーション科

P11-4	 柔軟に教育支援できた中学生の事例よりAYA世代の教育支援のあり方の考察
○萩原 沙織1、佐々木 美和1、牧田 夏美1、山田 佳織2、柴田 有理3、河野 智子3、

家崎 志のぶ4、村松 秀城5、若林 俊彦6、高橋 義行5

1名古屋大学医学部附属病院　小児がん治療センター、
2名古屋大学医学部附属病院　地域連携・患者相談センター、3大府特別支援学校　施設内教育、
4名古屋大学医学部附属病院　看護部、5名古屋大学医学部附属病院　小児科、
6名古屋大学医学部附属病院　脳神経外科


